職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
内資系製薬企業のメディカルアフェアーズ部門で、メディカルドクターとして◯年間、オンコロジー領域の製品◯品目を担当しています。臨床医として◯年の診療経験を活かし、開発中の治験プロトコルへの医学的助言、有害事象の医学的評価、医療従事者向け資料のメディカルレビュー、KOLとのサイエンティフィックエクスチェンジを担当しています。前職の診療科での経験をもとに、実際の治療現場で判断に迷う点を社内資料に反映させることを心がけてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：国内製薬企業のメディカルアフェアーズ部門（オンコロジー領域担当、部門◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：メディカルドクター
【担当業務】
・オンコロジー領域の国際共同治験（Phase II/III）に対する医学的助言と社内照会対応
・治験プロトコルおよび治験薬概要書の医学的レビューと改訂への意見提出
・有害事象の医学的評価（月平均◯件）と、ファーマコビジランス部門への所見提供
・医療従事者向け資料・社内研修教材のメディカルレビュー（年間◯件）
・KOLとのサイエンティフィックエクスチェンジ、アドバイザリーボードの企画・議事整理
【実績】
・治験の実施可能性検討で、併存疾患を持つ患者の扱いについて臨床側の懸念を整理して選択基準の記載を明確化し、施設からの照会件数が約◯%減少
・安全性情報の評価記録の様式を統一し、記載項目のテンプレート化により定期報告作成時の社内確認の差し戻しが減少


■活かせる経験・知識・スキル
・治験プロトコル・治験薬概要書の医学的レビュー、GCP・ICH-E6の理解
・有害事象の医学的評価、ベネフィット・リスクに関する社内見解の整理
・規制当局向け資料への医学的見解の提供、社内関係部門との協議
・KOLとの学術交流、アドバイザリーボード運営、学会発表資料のメディカルレビュー
■資格
・医師免許（20XX年取得）
・日本内科学会認定内科医（20XX年取得）
■自己PR
臨床現場の視点を社内の意思決定に翻訳して伝えることが強みです。担当領域の治験プロトコル検討では、施設側が組み入れに迷いやすい併存疾患の扱いについて医学的見解を整理し、臨床開発部門と協議のうえ選択基準の記載を明確化しました。貴社でも、診療経験とガイドラインの理解を土台に、開発部門と医療従事者の双方が納得できる医学的説明を提供したいと考えています。
以上
